
10月

18日
か
ら
県
本
部
は

「
秋
季
年
末
統
一
要
求
書
」

を
県
内
の
す
べ
て
の
単
組
で

提
出
し
、
当
面
の
重
点
要
求

の
改
善
の
要
請
を
行
っ
て
い

ま
す
。
賃
金
改
善
、
職
場
で

の
人
員
確
保
、
休
暇
・
両
立

支
援
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、

定
年
延
長
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
、
指
定
管
理
職
場

の
労
働
条
件
改
善
、
労
使
関

係
な
ど
の
項
目
で
要
請
し
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
公
務
公

共
職
場
で
の
労
働
条
件
改
善

を
求
め
る
要
請
も
行
っ
て
い

ま
す
。

①
賃
金
・
労
働
条
件

◇
初
任
給
の
県
水
準
へ
の
引

き
上
げ
（
県
内
自
治
体
の
ラ

ス
指
数
・
初
任
給
比
較
で
は
、

県
職
員
の
初
任
給
が
国
初
任

給
を
４
号
上
回
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
参
考
に
し
た
初
任
給

引
上
げ
を
要
求
）
。

◇
現
業
職
の
行
（
一
）
水
準

へ
の
引
き
上
げ
。

◇
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
は

地
域
の
実
態
に
応
じ
て
増
額

を
（
特
に
車
利
用
者
の
多
い

地
方
自
治
体
で
の
車
利
用
の

通
勤
手
当
の
額
の
改
善
を
）
。

◇
配
偶
者
の
扶
養
手
当
の
削

減
反
対
。

②
人
員
増
、
労
働
時
間
短
縮

◇
頻
発
す
る
災
害
対
応
が
可

能
な
人
員
の
確
保
、
育
児
・

介
護
休
業
が
取
得
で
き
る
人

員
の
確
保
を
。

◇
適
正
な
人
員
を
確
保
し
、

時
間
外
勤
務
規
制
を
。
不
払

い
手
当
の
根
絶
を
。

◇
夏
季
休
暇
５
日
実
現
を
。

③
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

◇
子
の
看
護
休
暇
、
育
児
時

間
、
部
分
休
業
、
子
育
て
関

係
休
暇
の
拡
充
を
（
人
事
院

「
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す

る
報
告
」
等
で
は
、
正
規
・

非
正
規
と
も
に
対
象
な
ど
拡

充
の
措
置
を
言
及
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
も
踏
ま
え
改
善
を
）
。

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
・

労
働
安
全
衛
生
委
員
会

◇
パ
ワ
ハ
ラ
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
（
人
事

院
「
公
務
員
人
事
管
理
に
関

す
る
報
告
」
等
で
は
、
ゼ
ロ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
現
を
求
め

る
と
り
く
み
の
強
化
に
言
及

し
、
ま
た
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
が
重
視

さ
れ
、
組
織
的
対
応
も
求
め

て
い
る
な
ど
に
も
言
及
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
無
い
職
場
づ

く
り
を
求
め
る
）
。

⑤
定
年
延
長
・
再
任
用

◇
給
与
一
律
７
割
支
給
の
見

直
し
を
。
役
職
定
年
も
な
く
、

60歳
以
後
も
仕
事
内
容
も
同

じ
に
も
関
わ
ら
ず
、
給
与
７

割
と
な
る
こ
と
の
不
合
理
性

の
是
正
を
（
「

60歳
を
超
え

て
の
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト

（
愛
媛
県
本
部
実
施
）
」
に

寄
せ
ら
れ
た
声
を
伝
え
、
改

善
を
求
め
る
）
。

⑥
非
正
規
・
公
務
公
共
職
場

◇
賃
金
・
手
当
（
差
額
支
給

を
含
む
）
、
休
暇
制
度
に
つ

い
て
、
正
規
職
員
と
同
等
に

す
る
こ
と
。

◇
雇
用
の
更
新
回
数
制
限
を

撤
廃
す
る
こ
と
（
人
事
院
通

知
「
『
期
間
業
務
職
員
の
適

切
な
採
用
に
つ
い
て
』
の
一

部
改
正
」
で
、
更
新
は
２
回

ま
で
、
３
回
目
は
公
募
と
し

て
い
た
が
、
こ
れ
を
国
家
公

務
員
の
期
間
業
務
職
員
〔
非

正
規
職
員
〕
に
つ
い
て
は
撤

廃
。
総
務
省
も
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

例
示
か
ら
削
除
し
た
た
め
、

国
の
対
応
を
踏
ま
え
て
自
治

体
も
対
応
を
）
。

◇
指
定
管
理
職
場
の
労
働
者

の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

（
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」

第

11条
に
よ
る
労
働
条
件
へ

の
配
慮
を
前
提
と
し
た
指
定

管
理
者
の
選
定
求
め
る
）
。

⑦
労
使
関
係
・
組
合
交
渉

◇
適
切
な
労
使
関
係
の
構
築

と
誠
実
な
回
答
、
労
働
条
件

変
更
は
労
使
合
意
を
原
則
。

対
等
な
団
体
交
渉
を
。

■

10月
５
日
、
自
治
労
連
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
「
野
球
大
会
」

を
西
条
市
（
西
部
公
園
野
球

場
）
で
開
催
し
、
新
居
浜
市

職
労
・
松
山
市
職
労
・
室
戸

市
職
労
の
３
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨

で
グ
ラ
ン
ド
に
残
る
水
溜
り

を
、
選
手
と
運
営
ス
タ
ッ
フ

が
協
力
し
て
整
備
し
、

30分

遅
ら
せ
て
試
合
を
開
始
。

《
第
１
試
合
》
室
戸
チ
ー
ム

対
新
居
浜
チ
ー
ム
。
後
攻
の

新
居
浜
チ
ー
ム
が
１
回
に
５

番
打
者
の
犠
牲
フ
ラ
イ
な
ど

で
２
点
先
取
し
、
３
回
に
１

点
、
４
回
に
８
番
打
者
の
タ

イ
ム
リ
ー
三
塁
打
で
１
点
を

追
加
。
室
戸
チ
ー
ム
は
、
試

合
後
半
に
反
撃
し
ま
し
た
が
、

新
居
浜
が
４
投
手
の
継
投
で

完
封
勝
ち
し
ま
し
た
。
《
第

２
試
合
》
室
戸
チ
ー
ム
対
松

山
チ
ー
ム
。
先
攻
の
室
戸
チ
ー

ム
が
２
回
、
７
番
打
者
の
タ

イ
ム
リ
ー
二
塁
打
で
１
点
先

取
。
松
山
チ
ー
ム
は
そ
の
裏
、

６
番
打
者
の
２
点
本
塁
打
で

逆
転
し
、
さ
ら
に
１
番
打
者

の
安
打
で
１
点
追
加
。
室
戸

は
、
試
合
後
半
の
反
撃
及
ば

ず
、
得
点
な
く
試
合
終
了
し

ま
し
た
。
■
２
試
合
と
も
エ

ラ
ー
も
四
球
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
高
知
・
愛
媛
の
両
県
代

表
チ
ー
ム
の
引
き
締
ま
っ
た

好
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

10月
９
日
「
西
予
市
立
病

院
・
介
護
施
設
の
指
定
管
理

移
行
」
問
題
で
、
愛
媛
労
連
・

自
治
労
連
県
本
部
・
県
医
労

連
は
『
県
知
事
あ
て
要
請
書
』

を
提
出
し
、
県
労
政
雇
用
課
・

医
療
対
策
課
・
市
町
振
興
課

に
要
請
を
実
施
。
県
が
県
民

の
医
療
・
雇
用
を
守
る
立
場

か
ら
、
○
野
村
病
院
を
継
続

す
る
こ
と
、
○
現
職
員
の
処

遇
を
現
状
維
持
し
解
雇
回
避

努
力
義
務
を
果
た
す
こ
と
、

○
指
定
管
理
導
入
に
つ
い
て

適
正
な
事
務
を
遂
行
す
る
こ

と
を
県
が
西
予
市
に
働
き
か

け
る
よ
う
訴
え
、
「
次
の
機

会
に
要
請
へ
の
回
答
・
見
解

を
示
す
こ
と
」
「
西
予
市
３

施
設
職
員
＝
解
雇
さ
れ
る
当

事
者
の
思
い
を
聞
く
こ
と
」

を
伝
え
ま
し
た
。
愛
媛
労
連
・

民
医
連
・
県
商
連
・
新
婦
人

な
ど
の
県
民
大
運
動
各
界
連

絡
会
議
の
「

11月

13日
県
予

算
要
求
交
渉
」
で
も
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
ま
す
。

（１） 第５７３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年１０月２５日

第 ５７３ 号

日 程

【11月】

４ 保育・学童保育闘争推進

意思統一集会

５ 保育大集会・政府国会要

請行動

８ 南予総支部代表者会議

９ 四国現業交流集会（高知）

15 今治水道労組定期大会

自治労連共済実務研修会

（大阪）

16 はたらく女性の中央集会

（岩手～17）

20 県本部拡大執行委員会

県市町振興課要請（県庁）

23 地域医療を守る運動全国

交流集会

24 地方自治研究愛媛県集会

（新居浜）

全労連国民春闘討論集会

25 松山市職労定期大会

30 四国ブロック定期総会・

事前会議（高知）

【12月】

１ 四国ブロック共済学校

（高知）

７ 県本部拡大執行委員会

日 時 … 2024年１１月２４日（日）10:00〜16:00
スローガン…「地方自治を住⺠の手に」（第１回から共通スローガン）

「持続可能な社会に向けて－地域、自治体でできること－
◎国の政策、地方の模索、住⺠の目線から考えあう。」

会 場 …「新居浜市⽴⼥性総合センター（新居浜ウィメンズプラザ）」
10:00〜12:30 分 科 会
①持続可能なまちづくり ②持続可能な社会と環境
③医療介護 ④保 育 ⑤⻘年講座
13:15〜16:00 全 体 会
13:30〜シンポジウム「持続可能な社会のために」
コーディネーター兼パネリスト︓村田 武 先生

（愛媛県自治体問題研究所・愛媛大学名誉教授）
パネリスト①「脱炭素社会への方針」

越智雅弘さん（新居浜市職労）
②「食の安全・地産地消・土地保全」

村田 武先生
③「ゴミの減量『バリクリーン』」

⻄坂元毅さん（今治市職員）
④「ソーラーシェアリング」

平野啓三さん（県中小企業家同友会）
※集会参加者の質問意⾒、シンポジストの応答意⾒

室 戸 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
１

松 山 ０ ３ ０ ０ ０ ０ ×
３

室 戸 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

新居浜 ２ ０ １ １ ０ ０ × ４

県内各単組で要求書を提出し要請



新
居
浜
社
協
労
組
は

10月

11日
「

24年
度
定
期
大
会
」

を

20人
の
参
加
で
開
催
。
森

賀
県
本
部
委
員
長
が
給
与
改

善
な
ど
を
提
起
し
来
賓
あ
い

さ
つ
。
大
会
は
、
現
執
行
部

が
活
動
経
過
・
決
算
を
報
告
。

新
執
行
部
体
制
を
全
会
一
致

で
承
認
後
、
阿
部
新
委
員
長

が
、
活
動
方
針
案
、
予
算
案

を
提
案
し
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
阿

部
新
委
員
長
は
、
自
ら
提
起

し
た
活
動
方
針
の
中
で
「
組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
社
協
職

員
と
し
て
自
覚
と
誇
り
が
持

て
る
よ
う
に
、
明
る
く
充
実

し
た
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
大

会
終
了
後
、
管
理
職
に
な
っ

て
も
組
合
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
多
く
の
特
別
会
員
を
交

え
て
、
懇
親
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
居
浜
水
道
労
働
組
合
は

９
月

25日
「

24年
度
定
期
大

会
」
を
開
催
し
、
執
行
部
を

含
む
組
合
員

20人
と
来
賓
３

人
が
参
加
。
冒
頭
、
立
花
委

員
長
は
「
現
在
の
職
員
数
で

は
、
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
大
震
災
や
豪
雨
災
害
の
対

応
が
で
き
な
い
。
今
こ
そ
大

幅
人
員
増
を
勝
ち
と
ろ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
執
行
部
が
活

動
経
過
・
活
動
方
針
案
、
決

算
報
告
・
予
算
案
を
報
告
・

提
案
、
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
執
行

部
を
選
出
し
、
藤
田
新
委
員

長
は
、
自
ら
提
起
し
た
活
動

方
針
の
中
で
「
持
ち
前
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
団
結
し
、
働
き

が
い
を
も
っ
て
住
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
仕
事
が
で
き

る
労
働
条
件
の
確
立
を
め
ざ

そ
う
」
と
決
意
表
明
。
最
後

は
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
の
後
、

参
加
者
全
員
の
記
念
写
真
で

大
会
を
終
え
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は

10月
９
日

執
行
委
員
会
を
開
催
し

15人

が
参
加
。
活
動
経
過
で
、

10

月
５
日
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
野
球

大
会
の
参
加
と
結
果
を
報
告
。

新
し
い
と
り
く
み
と
し
て

10

月
３
日
保
育
所
訪
問
で
「
新

採
保
育
士
が
毎
年
組
合
加
入

し
て
い
る
が
、
保
育
部
会
と

し
て
の
活
動
を
進
め
る
た
め

訪
問
し
対
話
し
て
い
る
」
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
「
東

京
都
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
成

立
」
の
新
聞
記
事
を
参
考
に

状
況
交
流
し
、
「
ふ
れ
あ
い

収
集
車
の
停
車
場
所
に
苦
情

を
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」

等
々
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

職
場
状
況
で
は
「
来
年
４
月

の
現
業
正
規
新
採

10人
の
募

集
に
加
え
、
例
年
よ
り
多
い

会
計
年
度
職
員
募
集
が
あ
る
」

こ
と
な
ど
も
共
有
。
協
議
事

項
で
は
、
定
期
大
会
日
程
な

ど
と
と
も
に
、
松
山
市
の
給

与
改
定
案
の
人
事
課
と
の
協

議
に
つ
い
て
も
相
談
し
ま
し

た
。

県
本
部
青
年
部
は
９
月

28

日
、
幹
事
会
を
開
催
し
５
単

組
６
人
が
参
加
。
単
組
報
告

に
続
い
て
、
活
動
経
過
で
は
、

８
月
本
部
青
年
部
定
期
大
会

で
松
原
さ
ん
が
青
年
部
常
任

委
員
と
な
っ
た
な
ど
報
告
。

議
題
で
は
、
①
県
自
治
研
青

年
講
座
を
、
仕
事
上
の
疑
問

や
悩
み
を
経
験
し
た
課
や
部

署
ご
と
に
班
編
成
し
て
交
流

し
、
良
い
ア
イ
デ
ア
や
工
夫

を
持
ち
帰
り
仕
事
改
善
に
つ

な
げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実

施
を
確
認
。
②
青
年
交
流
企

画
「
ド
キ
ジ
ャ
ム
」
で
は

12

月
７
～
８
日
の
１
泊
２
日
で

西
予
市
野
村
町
で
、
西
日
本

豪
雨
災
害
の
経
験
を
町
内
を

語
り
部
と
一
緒
に
歩
い
て
学

び
、
防
災
研
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
明
浜
町
で
宿
泊
と
交
流
。

翌
日
は
み
か
ん
の
段
々
畑
で

柑
橘
狩
り
体
験
を
行
う
計
画

と
し
、
県
内
と
四
国
で
参
加

を
募
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
青
年
部
は

10

月
９
日
「
晩
ご
飯
企
画
『
い

も
た
き
』
」
を
開
催
。
青
年

部
組
合
員
の
ほ
か
新
採
職
員

を
含
む
計

17人
が
参
加
し
、

五
色
浜
海
浜
公
園
内
の
涼
し

い
芝
生
で
、
伊
予
市
の
秋
の

名
物
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
囲
ん
で
食
べ
る
か

ら
か
『
い
も
た
き
』
は
普
段

よ
り
一
層
美
味
し
く
、
楽
し

い
雰
囲
気
に
終
始
包
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
『
い
も
た
き
会
』

を
通
じ
て
、
職
員
同
士
の
交

流
が
深
ま
り
、
今
後
の
業
務

に
お
い
て
も
お
互
い
に
よ
り

助
け
合
え
る
関
係
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
次
回
は

10月

31日
の
定
時
後
に
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
企
画
」
を
開
催
予

定
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
風
の
お

菓
子
を
青
年
部
員
と
新
規
採

用
職
員
の
み
な
さ
ん
に
お
届

け
し
ま
す
。

東
予
総
支
部
は

10月

12日
、

松
山
市
で
「
定
期
総
会
」
を

開
催
し
６
単
組
９
人
が
参
加
。

事
務
局
が
会
計
決
算
を
報
告

し
、
今
後
も
定
期
的
な
情
報

交
換
を
す
す
め
る
こ
と
を
提

案
し
確
認
。
森
賀
県
本
部
委

員
長
が
、
市
町
村
共
済
組
合

議
員
選
挙
に
向
け
て
、
東
予

選
挙
区
２
人
の
自
治
労
連
議

員
確
保
の
た
め
に
各
市
の
代

議
員
選
出
に
つ
い
て
提
起
し
、

状
況
を
共
有
し
確
認
し
ま
し

た
。
新
役
員
と
し
て
、
総
支

部
長
に
佐
々
木
／
今
治
市
職

委
員
長
、
事
務
局
長
に
越
智

／
西
条
市
職
労
委
員
長
、
ほ

か
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
新
居
浜
水
道
労
組

と
今
治
水
道
労
組
の
参
加
者

が
、
水
道
事
業
の
業
務
体
制

や
人
員
配
置
、
夜
間
休
日
の

呼
び
出
し
等
に
つ
い
て
状
況

を
交
流
し
ま
し
た
。

■

10月
か
ら
ハ
ガ
キ
も
値
上

が
り
し
ま
す
が
筆
記
は
気
分

転
換
に
な
る
の
で
、
家
の
ハ

ガ
キ
と
切
手
が
あ
る
限
り
続

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
！

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
地
震
の
後
、
市
内
店
舗
の

水
不
足
が
し
ば
ら
く
続
い
て

ま
し
た
。
普
段
か
ら
災
害
に

備
え
て
、
水
・
無
洗
米
・
缶

詰
・
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
・
他
を

少
し
多
め
に
買
っ
て
い
ま
す
。

（
西
予
・
西
崎
）

■
新
し
い
課
に
配
属
さ
れ
て

半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
多

く
て
大
変
で
す
。
で
も
新
し

い
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
嬉
し
さ
も
感
じ
ら

れ
て
い
る
た
め
、
下
半
期
も

頑
張
れ
そ
う
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
３
年
に
１
度
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
で
和
歌
山
ま
で
家

族
旅
行
。
車
で
６
時
間
の
遠

出
。
身
体
は
疲
労
感
た
っ
ぷ

り
で
す
が
、
心
は
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
、
パ
ン
ダ
に
癒
や

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
小
倉
）

■
新
居
浜
太
鼓
ま
つ
り
で
今

年
初
め
て
内
宮
神
社
で
の
宮

出
し
を
観
に
行
き
ま
し
た
！

朝
３
時
か
ら
、
目
の
前
で
石

段
を
約
３
ト
ン
も
の
太
鼓
台

を
担
い
で
登
る
様
子
に
娘
と

感
嘆
し
、
帰
宅
し
て
か
ら
も

う
一
度
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

来
年
も
観
に
行
き
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
暑
い
日
が
ど
こ
ま
で
続
く

の
か
と
思
い
き
や
夜
は
急
に

寒
く
な
っ
た
り
体
調
管
理
が

難
し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
も
続
く
の
で
、
何
と
か

乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７３号

２０２４年１０月２５日

■
５
７
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ハ
ッ
ポ
ウ
ビ
ジ
ン
」

（
八
方
美
人
）
で
し
た
。
正

解
は
７
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

川
上
真
由
美
（
新
居
浜
）

西
崎
み
ど
り
（
西

予
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

小
谷

愛
（
西

予
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

11月

27日
【
発

表
】
５
７
５
号
（

12月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①２枚の生地を重ねて１枚に仕上げる

織り方

④歌をうたう人。歌手

⑦過去をしのぶこと。追想

⑧温泉などから煙のように立ち上る湯気

⑨日ごと月ごとに絶えず進歩

⇒「○○○○月歩」

【タテのカギ】

①エースで四番。答えの人の代名詞

②（四字熟語）ただ一つあって二つとない

③○○ぐ、○○そ、○○びでない

⑤一定の割合

⑥ある作品の続き。待望の○○○○

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で

野
球
選
手
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


